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連結決算ハイライト
2021年3月期 通期決算説明資料

3
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決算ポイント
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① 当期の契約高・売上高は共に過去最高を達成
• 契約高は 11,469百万円（前年同期比＋103.1%）

• 連結売上高は 6,825百万円（前年同期比＋21.0%）

② 当期の営業利益も過去最高を達成
• 営業利益は2,977百万円（前年同期比+27.9%）
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連結決算ハイライト
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売上高

営業利益

契約高 11,469百万円
(前期比+5,820百万円 / +103.1%)

6,825百万円
(前期比+1,183百万円 / +21.0%)

2,977百万円
(前期比+649百万円 / +27.9%)

• 公共向け市場においてGIGAスクール
構想でi-FILTERシリーズの受注増加

• DACにおいて新規顧客獲得による受注
増加

• 企業向け市場においてテレワークの普
及が追い風となり売上拡大

• DACにおいて新規顧客獲得による売上
拡大

• 売上原価はDACの人員増強により労務
費が増加

• 販管費はイベント中止に伴う広告宣伝
費の減少および在宅勤務による経費の
減少
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2020年３月期 2021年３月期 前期比 2021年3月期
通期 業績予想

契約高 5,648 11,469 +103.1% -

売上高 5,641 6,825 +21.0% 7,500

売上原価 1,361 1,946 +42.9% 1,850

売上総利益 4,280 4,878 +14.0% 5,650

販売管理費 1,952 1,900 △2.6% 2,100

営業利益 2,328 2,977 +27.9% 3,550

営業利益率 41.3% 43.6% ー 47.3％

経常利益 2,326 2,991 +28.6% 3,550
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,590 2,059 +29.5% 2,450

EBITDA 3,197 3,908 +22.3% -

連結決算サマリー（通期）

6

（単位：百万円）

※ 「2021年3月期 通期 業績予想」は、2020年５月８日公表の連結業績予想
※ EBITDA= 営業利益+減価償却費+営業費用に含まれる税金費用
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2020年３月期
4Q会計期間

2021年３月期
4Q会計期間 前期比 2020年３月期 2021年３月期 前期比

契約高 1,639 3,906 +138.3% 5,648 11,469 +103.1%

売上高 1,500 2,074 +38.2% 5,641 6,825 +21.0%

売上原価 377 584 +54.7% 1,361 1,946 +42.9%

売上総利益 1,123 1,490 +32.7% 4,280 4,878 +14.0%

販売管理費 443 485 +9.6% 1,952 1,900 △2.6%

営業利益 679 1,004 +47.7% 2,328 2,977 +27.9%

営業利益率 45.3% 48.4% ー 41.3% 43.6% ー

経常利益 677 1,008 +48.8% 2,326 2,991 +28.6%

親会社株主に帰属
する当期純利益 461 696 +50.8% 1,590 2,059 +29.5%

連結決算サマリー（四半期）

7

（単位：百万円）
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連結契約高推移
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• 契約高は114億円となり、創業以来
初の100億円を突破

• クラウドシフトが進み、契約高に占
めるクラウドサービス系製品の割合
が、前期16.9％から当期53.1%に
増加

953 

6,092 4,694 

5,376 

2020年3月期 2021年3月期

16.9％

83.1％

46.9％

53.1％

11,469

5,648

契約高の推移

ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ系製品
ﾗｲｾﾝｽ販売系製品/その他

連結契約高は創業以来初の100億円を突破
クラウドサービス系製品の契約高比率が53.1%と大きく増加

（単位：百万円）
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受注残高推移
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1,112
2,396690

4,043

2020年3月期末 2021年3月期末

• クラウドサービス系製品は短期間の売上
計上額が小さくなるため、契約高に対し
て翌期以降に繰り延べられる売上高（受
注残）が増加（P.10補足ご参照）

• クラウドサービス系製品の契約単価は、
将来の契約更新時において、契約単価が
一定(ライセンス販売系製品は更新時に
契約単価が半額)となるため、ストック
型ビジネスモデルによる安定した収益基
盤が拡大

受注残高の推移

6,439

1,803

クラウドサービス系製品の契約比率が高まったことにより
受注残高は6,439百万円（+257.2％）と大きく増加

翌期売上計上
翌々期以降売上計上

（単位：百万円）
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補足）製品別の売上計上方法

10

契約高

売上高

受注残

Y月
（契約月）

Y+1
月

Y+2
月

Y+n
月

ラ
イ
セ
ン
ス
料
相
当

保
守
料
相
当

ライセンス
販売系
製品

クラウド
サービス系
製品

契約期間(nヶ月)＋1ヶ月

保守料相当分を契約期間”n”で按分

・・・ Y+n+1
月

・・・

契約高

売上高

受注残

Y月
（契約月）

Y+1
月

Y+2
月

Y+n-1
月

契約期間（nか月)

契
約
高
を
契
約
期
間
”n

”
で
按
分

・・・ Y+n
月

・・・

• 契約高のうち大部分を
占めるライセンス料相
当分を契約月に一括売
上計上

• 保守料相当分は契約期
間で除した金額で按分
計上

• 契約高を契約期間で除
した金額（月額按分）
で売上計上

• クラウドサービス系製
品の契約高が増加する
と、繰り延べられる契
約高（受注残）が増加
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連結売上高の推移
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2,306 
2,707 2,906 

3,027 
3,402 

4,000 

5,058 5,116 

5,841 5,641 

6,825 

（105%）

（117%）
（107%）

（104%）
（112%）

（118%）

（126%） （101%）

（114%）
（97%）

（121%）

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

（単位：百万円）企業向け・公共向け市場の好調により、
当期の売上高は過去最高を更新

※ ()内のパーセンテージは前年比
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連結売上高 四半期推移
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※ ()内のパーセンテージは前年同期比

1,217 

1,546 
1,402 

1,674 

1,249 

1,514 
1,376 

1,500 
1,413 

1,687 1,649 

2,074 

（105%）

（118%）

（130%）

（107%）

（103%）

（98%）

（98%）

（90%）
（113%）

（111%） （120%）

（138%）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

第4四半期の売上高としても過去最高を更新 （単位：百万円）



Copyright © Digital Arts Inc.

連結売上原価と販売費及び一般管理費の状況

13

（単位：百万円）
2020年３月期 2021年３月期 前期比 主な増減要因

売上原価 1,361 1,946 +584

労務費 847 1,192 +344 DACのコンサルタント人員増強

減価償却費 754 810 +56 前期２Qよりクラウド製品等のソフトウェアの
減価償却開始

その他 524 751 +227 クラウド製品拡販に伴うサーバー費用の増加
DACの受注案件増加に伴う外注費用の増加

他勘定振替 △764 △808 △43 開発プロジェクトの増加に伴うソフトウェア仮
勘定への振替高の増加

販売費及び一般管理費 1,952 1,900 △51

人件費 984 1,055 +70 新卒社員の入社による増加

広告宣伝費 207 168 △39 パートナー総会などのイベントの自粛に伴う減
少

その他 760 677 △82 在宅ワーク・オンライン営業活動に伴う交通費
の減少
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289 
236 

282 
250 

286 
343 353 377 

427 447 
486 

584 

163
229

188
194

196

183 195
189

183 175

237

210

125%
101%

92%
83%

99%
145% 125% 151%

149% 130%
138%

155%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

他勘定振替高
売上原価

連結売上原価 四半期推移
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452 464 470 
443 

482 
526 

548 
565 

609 622 

723 

793 

191 185 183 179 197 212 216 221 
262 254 

324 349 

147 154 163 141 
165 

192 198 198 

203 202 

198 
206 

114 125 124 
123 

120 

122 134 146 

144 166 

201 

238 

（110%） （112%） （105%）
（98%）

（107%）
（113%）

（117%）
（128%）

（126%） （118%）

（132%）

（140%）

その他

減価償却費

労務費

（単位：百万円）

2021年3月期2019年3月期 2020年3月期

※ パーセンテージは前年同期比

DACのコンサルタント人員増強に伴う労務費の増加
クラウドサービス系製品の拡販に伴うクラウドサーバー費用によるその他費用の増加
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連結販売費及び一般管理費 四半期推移
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237 240 228 230 253 262 246 
210 

272 
218 

301 
262 

109
59

46 57
70 46 47

43

32

34

44
58

190
200

164 156

211
167 179

190

195

161

153
166

94

69

42 25

13

12

632 

568 

482 469 

548 
487 473 

443 

501 

414 

499 485 

（111%）

（112%）

（90%） （89%）

（87%）

（85%）
（98%）

（94%）

（91%）

（85%）

（105%） （109%）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

人件費 広告宣伝費 その他 海外費用

パートナー総会などの社外イベント自粛に伴う広告宣伝費の減少
コロナ対策である在宅ワーク・オンライン営業活動に伴う交通費などの減少

2019年3月期 2020年3月期

（単位：百万円）

2021年3月期

※ ()内のパーセンテージは前年同期比
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連結貸借対照表サマリー
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2020年3月期
期末 残高

2021年3月期
期末 残高 増減率

流動資産 8,733 12,725 +45.7%

(うち現金及び預金) 7,651 11,382 +48.8%

固定資産 2,118 2,130 +0.6%

総資産 10,852 14,856 +36.9%

流動負債 2,125 4,743 +123.2%

（うち前受金） 1,229 3,370 +174.1%

固定負債 46 50 +7.7%

自己資本 8,652 10,041 +16.1%

純資産 8,680 10,062 +15.9%

自己資本比率 79.7％ 67.6% -

ROE 19.4％ 22.0% -

ROA 15.4％ 16.0% -

ROEおよびROAともに改善し、資本効率は良好
前受金の増加により、自己資本比率は減少したが財務健全性は高く保持

（単位：百万円）
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単体決算ハイライト
2021年3月期 通期決算説明資料

17



Copyright © Digital Arts Inc.

単体決算サマリー（通期）
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（単位：百万円）
2020年３月期 2021年３月期 前期比 2021年3月期

通期 業績予想

契約高 5,376 10,693 +98.9% -
売上高 5,336 6,074 +13.8% 7,000 
売上原価 1,098 1,273 +16.0% 1,450
売上総利益 4,238 4,801 +13.3% 5,550 
販売管理費 1,881 1,854 △1.4% 2,050 
営業利益 2,357 2,947 +25.0% 3,500 
営業利益率 44.2％ 48.5％ - 50.0%
経常利益 2,359 2,964 +25.6% 3,500 
当期純利益 1,613 2,044 +26.7% 2,420 

※ 「業績予想」は2020年５月８日公表の個別業績予想
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単体決算サマリー（四半期）
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（単位：百万円）
2020年３月期
4Q会計期間

2021年３月期
4Q会計期間 前期比 2020年３月期 2021年３月期 前期比

契約高 1,523 3,687 +142.0% 5,376 10,693 +98.9%

売上高 1,346 1,856 +37.9% 5,336 6,074 +13.8%

売上原価 237 355 +49.5% 1,098 1,273 +16.0%

売上総利益 1,109 1,501 +35.4% 4,238 4,801 +13.3%

販売管理費 435 487 +12.0% 1,881 1,854 △1.4%

営業利益 673 1,013 +50.5% 2,357 2,947 +25.0%

営業利益率 50.0% 54.6% ー 44.2％ 48.5％ ー

経常利益 671 1,018 +51.6% 2,359 2,964 +25.6%

当期純利益 450 696 +54.5% 1,613 2,044 +26.7%
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市場別詳細
2021年3月期 通期決算説明資料

20
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連結売上高 市場別
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3,284 
3,984 

1,911 

2,408 
445 

432 

2020年3月期 2021年3月期

企業

公共

家庭

+21.3%

+26.0%

△3.0% • 企業向け市場は、i-FILTERシリーズの受注
とDACの成長により 699百万円（21.3%）
の増収

• 公共向け市場は、「GIGAスクール構想」に
おけるi-FILTERシリーズの受注により497
百万円（26.0%） の増収

• 家庭向け市場は、青少年のフィルタリング導
入が進むも、キャリアへの提供価格引き下げ
により13百万円（3.0%）の減収

6,825
(+21.0%)

5,641

（単位：百万円）
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連結売上高 市場別推移
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1,205 1,429 1,436 1,637 1,899 
2,240 

2,573 
3,009 3,133 3,284 

3,984 

840 
997 1,152 1,028 

1,140 

1,418 

2,125 
1,732 

2,191 1,911 

2,408 

260 

280 
318 361 

362 

342 

359 375 

516 
445 

432 

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

企業

公共

家庭

テレワーク普及・学校のICT教育促進が追い風となり、
企業・公共向け市場いずれも好調で、売上高は過去最高

（単位：百万円）



Copyright © Digital Arts Inc.

連結売上高 市場別四半期推移
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688 731 715 

998 

725 
813 770 

975 
847 

985 971 

1,179 

408 

699 
546 

536 

383 

587 
515 

426 

451 

597 574 

785 

120 

115 

141 

139 

140 

114 

90 

100 
115 

104 103 

109 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

第4四半期の売上高として過去最高

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

（単位：百万円）

企業

公共

家庭
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企業向け市場
2021年3月期 通期決算説明資料
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企業向け市場 製品別売上高

25

2,146 2,367 

596 
666 

237 
190 256 

745 
48 

13 

2020年3月期 2021年3月期

i-FILTER series m-FILTER series FinalCode DAC その他

• 企業のテレワーク普及による
WEBセキュリティ需要が高まり、
i-FILTER@Cloudが好調に推移
（+221百万円/+10.3%）

• 企業のDXニーズとセキュリティ対策
ニーズの高まりから、DACが新規顧
客獲得を進め大きく成長
（+489百万円/+191.6%）

（単位：百万円）

+10.3%

+11.8%

△20.0%

+191.6%

3,984
(+21.3%)

3,284
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DAC単体 売上高の成長・拡大

26

コンサルタント人員数 コンサルティング売上* ソリューション売上*

21 

55 

2020年3月期 2021年3月期

302 

780

2020年3月期 2021年3月期

19 

58 

2020年3月期 2021年3月期

(単位：人) (単位：百万円) (単位:百万円)

• 大手コンサルティング
会社/大手SIer出身者
を中心に、優秀な人材
を積極的に採用

• 新規顧客開拓が進み、
前期比で258%に成長

• DX需要、サイバーセ
キュリティ対策需要に
着実に対応

• デジタルアーツ製品を
含めたソリューション
販売も前期比で298%
に大幅成長

*：DAC単体の売上高
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公共向け市場
2021年3月期 通期決算説明資料
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公共向け市場 製品別売上高
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1,429 
1,936 

425 

402 
56 

56 
13 

2020年3月期 2021年3月期

i-FILTER series m-FILTER series FinalCode その他

• 「GIGAスクール構想」におけるICT
教育促進に伴う、i-FILTERシリーズの
受注により、507百万円（＋35.5%）
増加

（単位：百万円）
2,408
(+26.0%)

1,911

+35.5%

△5.5%

△0.3%
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ISO27017取得

29

ISO27001
認証取得

ISO27017
認証取得

ISMAP登録
に向けて
対応

ISMAP = 政府が求めるセキュリ
ティ要件を満たしているシステム
（クラウドサービス）としての
登録を目指す

ISMAPのベースラインとも言え
るISO27017の認証取得が完了

DigitalArts@Cloudは、
ISOが示すセキュリティ基準を満たすクラウドサービスとしての認証を取得

2019年度 2020年度 2021年度
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家庭向け市場
2021年3月期 通期決算説明資料

30



Copyright © Digital Arts Inc.

家庭向け市場 製品別売上高
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253 223 

192 
208 

2020年3月期 2021年3月期

モバイル版他 PC版（単位：百万円）

• モバイル版はモバイルキャリアのエンドユー
ザーに対するフィルタリングサービス無償化
に伴い、キャリアへの提供価格の引き下げを
前期２Qに実施したことにより減収

• PC版は複数年パッケージ製品や複数端末で利
用可能な「i-フィルターfor マルチデバイス」
の販売が低調に推移

432
(△3.0%)

445

+8.7%

△11.8%



Copyright © Digital Arts Inc.Copyright © Digital Arts Inc.

2022年3月期 通期業績予想
2021年3月期 通期決算説明資料
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2021年3月期
通期 実績

2022年3月期
通期 予想 増減率

売上高 6,825 8,700 ＋27.5 %

売上原価 1,946 2,700 ＋38.7 %

売上総利益 4,878 6,000 ＋23.0 %

販売管理費 1,900 2,300 ＋21.0 %

営業利益 2,977 3,700 ＋24.3 %

経常利益 2,991 3,700 ＋23.7 %

親会社株主に帰属
する当期純利益 2,059 2,550 ＋23.8 %

2022年３月期 通期業績予想（連結）

33

（単位：百万円）
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2022年３月期 通期業績予想（単体）

34

2021年3月期
通期 実績

2022年3月期
通期 予想 増減率

売上高 6,074 7,450 ＋22.6 %

売上原価 1,273 1,700 ＋33.5 %

売上総利益 4,801 5,750 ＋19.8 %

販売管理費 1,854 2,150 ＋15.6 %

営業利益 2,947 3,600 ＋22.2 %

経常利益 2,964 3,600 ＋21.5 %

当期純利益 2,044 2,450 ＋19.8 %

（単位：百万円）



Copyright © Digital Arts Inc.

連結売上高の状況

35

• 公共の「GIGAスクール構想」におい
て前期に獲得した契約高の影響で、当
期の繰入売上高が増加（P.9参照）

• DAJの当期契約高は、企業向けの拡販
と公共向けの「GIGAスクール構想」
の受注により、6,954百万円を見込む

• DACは前期に引き続き、コンサルタン
ト人員を増強し、新規顧客獲得により
成長する見込み

（単位：百万円）

*２：翌期以降に繰り延べられて売上計上（受注残）
*１：前期以前に獲得した契約高の受注残から当期に売上計上

*1 *2
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連結売上高の状況

36

3,984 
4,850 

2,408 

3,400 432 

450 

2021年3月期

実績

2022年3月期

業績予想

6,825

8,700

+4.1%

(+27.5%)

企業

公共

家庭
（単位：百万円）

+21.7%

+41.2%

• 企業のセキュリティ対策として、デジタルアー
ツ製品のクロス活用推進による既存顧客の深耕
と製品強化による新規顧客層の獲得

• DACの顧客へのデジタルアーツ製品の提案によ
る受注増加

• 公共の「GIGAスクール構想」において前期に
獲得した契約高の一部が当期に繰り延べられ売
上計上

• 「GIGAスクール構想」の後半戦におけるシェ
ア拡大と「自治体情報システム次期強靭化」へ
の対応による受注
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2021年３月期
実績

2022年３月期
業績予想 前期比 主な増減要因

売上原価 1,946 2,700 +38.7%

労務費 1,192 1,480 +24.1% DACのコンサルタント人員増強

減価償却費 810 850 +4.8% クラウド製品のソフトウェアの減価償却開始

その他 751 1,170 +55.7% クラウド製品拡販に伴うクラウドサーバー費用
の増加

他勘定振替 △808 △800 △1.0%

販売費及び一般管理費 1,900 2,300 +21.0%

人件費 1,055 1,330 +26.1% 新卒社員の入社による増加

広告宣伝費 168 200 +19.0% 新聞などのメディア広告の増加

その他 677 770 +13.6%
新型コロナ感染症の影響緩和を想定し、旅費交
通費等の増加
クラウド製品の試用に伴うサーバー費用の増加

連結売上原価と販売費及び一般管理費の状況

37

（単位：百万円）
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連結売上原価の状況

38

DACにおいてコンサルタント人員を増強するため、労務費の増加を見込む
クラウド製品の拡販に伴い、「その他」のクラウドサーバー費用の増加を見込む

（単位：百万円）



Copyright © Digital Arts Inc.

連結販売費及び一般管理費の状況

39

人員増に伴う、人件費の増加を見込む

（単位：百万円）
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2022年3月期の取組み
2021年3月期 通期決算説明資料
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既存顧客の深耕

41

WEBセキュリティ

メールセキュリティ

ファイルセキュリティ

WEB会議

未知の脅威への対策

PPAP対策
v15の徹底訴求・verUP

＠Cloudの機能拡充

WEB・メールを介したマルウェア
感染を防ぐホワイト運用の実現

ファイルの授受をより効率的に、
よりセキュアに実現

ファイルパスワードの不要化

メール添付廃止への提案

情報漏洩対策

多くの顧客が直面している課題へのセキュリティ対策として、
デジタルアーツ製品のクロス活用を推進
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新規顧客層の獲得に向けた製品強化

42

SWG市場への進出

WEBセキュリティ

WEBセキュリティ市場において
圧倒的な品質・知名度

隣接市場製品との共存

機能強化により製品価値を高め、これまで
取り込めていなかった顧客ニーズに対応

連携機能を高め、隣接市場製品のユーザに
対する価値訴求により新規顧客層を獲得

アンチウィルス

サンドボックス

CASB

機能強化

連携強化
SIEM

UTM ホワイトDB提供

ログ出力機能強化

i-FILTERはSecure Web Gateway（SWG市場）へ進出

DLP
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新規顧客層の獲得に向けた製品強化

43

ファイル授受ソリューション連携
メールセキュリティ

ファイル無害化ソリューション連携

ファイル無害化ニーズにより確実な対応をするため、 PPAP対策や自治
体強靱化対策向けに機能強化し、ファイル授受/無害化ソリューションと
の連携を強化し、幅広い顧客獲得を目指す

電子メールフィルタリングにおける
導入No.1ソフトウェア*

*出典: デロイトトーマツミック経済研究所株式会社「内部脅威対策ソリューショ
ン市場の現状と将来展望 2020年度(https://mic-r.co.jp/mr/01910/)」電子メールフィル
タリング・アーカイブツール出荷本数(社数)（2019年度）（2020年12月発行））

https://mic-r.co.jp/mr/01910/)
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新規顧客層の獲得に向けた製品強化

44

WEB会議

セキュリティメーカーによる
セキュアなコミュニケーション基盤

社外ユーザとのコミュニケーション強化

機密性の高いオンライン会議への対応

社内利用から、動画配信プラットフォームと同等の映像性能と
より強固なセキュリティを確保したWEB会議システムへ

ウェビナー機能リリース
 大規模なWEB会議も実施可能に

ファイル自動暗号化
（FC連携）

会議参加ユーザの認証強化

多要素認証技術の活用
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フィルタリング対策済み

71%

無償フィルタリング

11%

フィルタリング対策

未実施 18%

GIGAスクール構想（後半戦）

45

*1：児童・生徒数3,000名以上の651教育委員会へのヒアリング結果（2021年3月 当社調べ）
*2：2021年3月当社調べ

DNSフィルタリング導入先
（約10%）

GIGAスクール後半戦のターゲット*1

• 教育委員会全体の約40%が後半戦の

ターゲットポテンシャル

• GIGAシェアNo.1*²として、圧倒的な顧
客提供価値（製品価値・利便性・コス
ト）でシェア拡大を狙う

• 外部セミナーに登壇し、フィルタリング
の必要性と当社製品の優位性を訴求
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項目 対象 2016年
度

2017年
度

2018年
度

2019年
度

2020年
度

2021年
度

2022年
度

2023年
度

2024年
度

2025年
度

政府 中央省庁

セキュリティ
クラウド 都道府県

強靭化 都道府県
市区町村

自治体情報システム次期強靭化への対応

46

予算取り

入札/更新

予算取り

入札/更新

予算取り 入札/更新

21億円 移行予算

予算未定

延長 更新

案件ごとの対応

延長 更新

公共案件ロードマップ

セキュリティクラウドと強靭化案件対応は2022年度が主戦場となるが、
一部が2021年度に入札される見込み

調達ガイ
ドライン
改定

ISMAP
制度運用
開始

71億円

164億円
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自治体情報システム次期強靭化への対応

47

2020年12月の調達ガイドライン改定に基づき、
行政手続きのオンライン化やテレワークの推進など時代のニーズに合わせ、

情報セキュリティを維持しつつも、効率性・利便性を高めることも必要に

自治体向けソリューション全体像

「三層の対策」の見直し
(αモデル以上のセキュリティ対策)

リモートアクセスのセキュリティ
（マルウェア対策など）

「脱PPAP」運用への対策
ファイルの暗号化対策

対策アウトライン

対策アウトラインのすべてを
デジタルアーツ製品の組み合わせで対応可能に
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グループ内シナジーの加速

48

コンサルティングサービス

大手

中堅

中小

主要なコンサルティング
顧客である大手・中堅企業
向けのセキュリティ対策と
してDA製品を提案

事後対応サービス

調査 対処 復旧 予防

企業向け保有顧客

ホワイト運用顧客

HP改ざん
インシデント検知企業
（Dアラート機能）

HP改ざん検知から復旧・予防までの対応
を有償サービスにて提供

企業市場
の拡大

グループ内で
検知から復旧
を一括で対応

セキュリティ
対策を本格化

DACコンサルティング顧客へのDA製品の提案により企業向け市場を拡大
“Dアラート x DAC” で「検知」から「復旧」をワンストップで対応可能に
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2022年3月期 株主還元
2021年3月期 通期決算説明資料
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2022年３月期 株主還元

50

株主の皆様に対する利益還元につきまして、以下の通り計画しております
2022年３月期の目標配当性向を連結当期純利益の 35.8％
2022年３月期年間剰余金配当予想額は１株当たり 65.00 円
年間で１株当たり10.00円の増配予想

１株当たり配当金（円）
連結配当性向

第２四半期末 期末 年間

2021年３月期 25.00 30.00 55.00 37.4％

2022年３月期（予想） 30.00 35.00 65.00 35.8％
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記述に関するご注意

51

本プレゼンテーション資料に記載されている計画、戦略、財務的予測のうち歴史的
事実でないものは、将来の見通しに対する記述であります。
本見通しは、当社経営陣が現在入手可能な情報に基づき判断したもので、環境等の
変化により大きく見通しが変動する可能性があり、その達成を当社として約束する
趣旨のものではありません。
今後、重要な変化がある場合は適宜開示します。
本プレゼンテーションの基本的な数値の記載は、一部を除き百万円未満を切り捨て
て表示しています。

• デジタルアーツ、DIGITAL ARTS、i-FILTER、info board、Active Rating System、D-SPA、NET FILTER、SP-Cache、White Web、
ZBRAIN、m-FILTER、m-FILTER MailFilter、m-FILTER Archive、m-FILTER Anti-Spam、m-FILTER File Scan、Mail Detox、
FinalCode、i-フィルター、DigitalArts@Cloud、Desk@Cloud、DアラートおよびDコンテンツその他の弊社・弊社製品関連の各種名
称・ロゴ・アイコン・デザイン等はデジタルアーツ株式会社の登録商標または商標です。

• その他、記載された会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
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‐より便利な、より快適な、より安全な
インターネットライフに貢献していく‐
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